
◆学校教育目標：「いのち」を尊び，共に学び，共に輝き，生命力あふれて生きる「あかいっ子」の育成◆ 
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校長室だより 
◆さくら児童会スローガン：助け合い いつも元気に あかいっ子◆   さくらだいこくん 

 

 

 

 

 

 学校に子どもたちの元気な顔が戻って来て１週間がたちました。子どもたちは学校の生活リズムを取り戻

し，落ち着いて学習に取り組んでいます。また，心配された新型コロナウイルスの感染拡大についても，良

好な状態が続いています。夏休み中に大きな事故やけが等がなかったことも含め，保護者の皆様のご協力と

見守りのおかげと感謝しております。 

 夏休み明けから９月は１学期まとめの大切な時期になります。そこで，夏休み明けの朝会で以下の話をし

ました。 

 

目標を達成するために大切なことは，子どもたちが「自分で考え，自分で決めること」です。自分で決め

るからこそ，やりぬく意欲になり，達成したときの自信になります。 

学校では，学習への取組やデジタルメディア・コントロール等で，自分で考えて決められるように働き掛

けをしております。保護者の皆様には，子どもたちが何をしたらよいか迷ったり諦めそうになったりしたと

き，声を掛け，相談に乗ってあげていただきたいと思います。ついつい「○○しなさい！」とか「○○しな

いと（先生に）怒られるよ！」と言いたくなるとは思いますが（私にも覚えがあります…），そこを一呼吸

置いて，今しなければならないことや，自分で立てた計画等を問いかけてみてください。そして，達成でき

たことや達成に向けて頑張ったことを認め，共に喜んであげていただきたいと思います。 

 

１学期後半，目標達成への取組を通して子どもたちの「やりぬく力」が育ち，もっともっと笑顔が増える

ことを願っております。 

（前半略） 

この大切な時期に，皆さんに頑張ってほしいことを二つお話します。 

 一つ目は，目標をどうやって達成するか，自分で決めて頑張ってやりぬいてほしいということです。 

 皆さんは，４月に決めた目標を達成できましたか？今の時期に振り返り，目標を達成するためには何

をすればいいのか決めて，頑張りましょう。例えば，「国語のテストで１００点を取る」という目標を立

てた人は，どんなことをすればよいでしょうか。ただ「テストで１００点を取れるように頑張る」では

まだまだです。そのために「週に１冊以上読書をする」とか「毎日日記を書く」とか，何をどの位やる

のか決めて，取り組んでみましょう。きっと，４月に立てた目標の達成にぐっと近づくはずです。 

 二つ目は，進んで自分の考えを話したり友達の考えをしっかり聴いたりしてほしいということです。

校長先生は先ほど，「子ども未来サミット」に参加した代表の皆さんのことについて紹介しました。この

ように，自分の考えを持つこと，進んでその考えを話すこと，友達と考えを聴き合うことで，勉強がも

っともっと分かるようになったり，友達と思いやり合って生き生きと生活できるようになったりします。

教室は間違うところなのですから，間違いを恐れずに，自分の考えを話してくださいね。 

 

「目標を達成するために自分で考えて決めること」「自分の考えを話したり友達と聴きあったりするこ

と」を頑張れば，よい１学期のまとめができ，２学期につながっていきます。それが，一人一人の笑顔

につながり，みんなにとって楽しい学級，楽しい学校をつくることにつながります。 

全校児童１４８名と先生方にとって，もっと楽しい赤井小学校をめざして，まずは笑顔でスタートを

切りましょう。 



 

７月３０日，東松島市の小中学生の代表がデジタルメディア・コントロールの取組について話し合う「子ど

も未来サミット」が開かれました。赤井小学校からは，５年生３名（雁部響さん，佐藤凜玖さん，鹿野絆来さ

ん），６年生４名（古崎杏奈さん，西村陽和さん，尹思優さん，新沼愛梨紗さん）が参加し，児童会の取組を紹

介したり，質問に答えたり，これから取り組んでいきたいことを話し合ったりしました。「全校児童がデジタル

メディアとの付き合い方を考え，コントロールして『東松島ゴール』を目指すために何をすればよいか」につ

いて，自分たちで考え，他校の児童と意見を交わす姿は立派で，私も見ていてうれしくなりました。 

今後は，サミットでの意見交換や児童へのアンケート結果をもとに，

児童会としての取組をさらに充実させていきます。全校児童がデジタル

メディアをコントロールすること，生み出した時間の使い方を自分で考

えて行動に移すこととともに，児童会の活性化（各委員会，各クラスの

子どもたちの積極的な参画）も期待し，働き掛けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

学校事務を担当している佐藤 充 主査が８月から育児休業を

取り，代替として千葉 あゆみ 主事が着任しております。各種

手続きや学校徴収金関係など，保護者の皆様とも接する機会が

多いことと思います。よろしくお願いいたします。 

                 子どもたちから，学校外での活躍の報告がありました。二人とも，

市内の他校の友達と一緒のチームで練習を積んでいるそうです。おめでとうございます！ 

５年：中村希唯さん ミニバスケットボール交歓大会東地区予選 準優勝（矢本ブルーアローズ） 

５年：鹿野絆来さん 宮城県児童オリンピック大会（陸上）５年女子１００ｍ走 第３位 

 

 新型コロナウイルス感染症について本校では落ち着いていますが，県内，市内ではまだまだ心配な状

態が続いています。８月２２日付の東松島市教育委員会のお便りのとおり，下記のことに留意していた

だき，感染拡大を防止して子どもたちの学習の継続へご協力いただきたいと思います。 

 ○ ご家庭での朝の体温測定と健康観察を丁寧に行って登校させてください。「普段と違うな」と感じ

た場合（特にのどの痛み，息苦しさ等）は，登校を控え，ご家庭で休養するようお願いします。 

 ○ 基本的な感染対策（換気，手指消毒，マスク着用:特に不織布）の継続をお願いします。ワクチン

接種もご検討ください。 

 ○ 欠席の場合は，タブレットで教室とつないでオンライン学習ができます。担任までご相談いただ

き，子どもたちの学習を保障していきたいと思います。 

校長室の前にある池で，赤ちゃん金魚がたくさん誕生してい

ます。一生懸命泳ぐ姿がほほえましいです。学校にいらした折

にのぞいてみてください。 


